
おお知らせ知らせInformatioInformationn

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ９月７日㈫・21日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ９月９日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ９月２日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
口和 ９月16日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター
総領 ９月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月16日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ９月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ９月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ８月20日㈮13時～16時 西城自治振興センター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ８月27日㈮13時～16時 東城支所

口和 ９月10日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
９月７日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
９月２日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
８月24日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
９月14日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ９月13日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会

庄原 ９月16日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

東城 ９月９日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ９月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ９月28日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
９月６日㈪・13日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

９月11日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 ９月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。
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※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
17
回　
　
　
　
　
　
　
　

庄
原
絵
手
紙
大
賞
作
品

募
集
作
品

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）
※
１
人
２
点
以
内

題
材　
自
由

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に

通
学
、
勤
務
し
て
い
る
人

募
集
期
間

８
月
20
日
㈮
～
９
月
17
日
㈮

応
募
要
領

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢（
園
児
、
児
童
、

生
徒
、
学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
な
ど
の
名
称
お
よ
び
学
年
な

ど
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　
一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ

ぞ
れ
に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励

賞
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他　
入
賞
作
品
、
応
募
作
品

は
10
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰
に「
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多タ

イ

ム

愛
夢
」

で
展
示
し
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

庄
原
市
川
手
町
５
９
７
番
地
２

桑
原　

知
樹　

宛

☎
０
８
０
‐
６
３
１
０
‐
０
１
２
５

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

人
権
作
品

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
を
対
象
と
し
、
応
募
資
格

は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
部
門

①
標
語
の
部

②
詩
・
作
文
の
部

③
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

▼
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
１
人
1
点
と
し
ま
す
。

▼
作
品
に
は
、
住
所
ま
た
は
学
校

名
・
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
学
校
経

由
の
場
合
は
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）

▼
「
標
語
の
部
」
の
作
品
は
、フ
ェ

ル
ト
ペ
ン
な
ど
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合

は
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
宛
て
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
の
返
却
は
原

則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
発
表

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
は
「
広
報

し
ょ
う
ば
ら
」
に
掲
載
し
、
入
賞

者
へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

募
集
締
め
切
り

９
月
７
日
㈫
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル　

syogaigakusyu@
city.

shobara.lg.jp

軽
度・中
等
度
難
聴
児　
　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　

市
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
言
語
能
力
の
向

上
を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

※
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
補
聴

器
を
購
入
す
る
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象

　

市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
18
歳
未
満

の
難
聴
児
の
保
護
者

①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

外※
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
市
町
村

民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

助
成
金
の
額

　

補
聴
器
購
入
費
と
基
準
額
を
比

較
し
て
少
な
い
金
額
の
３
分
の
２

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
印
鑑

▼
医
師
の
意
見
書

▼
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販
売

業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

手
続
き・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
２
４
５

メ
ー
ル　

fukushi-syougai@
city.shobara.lg.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

特
別
障
害
者
手
当
・　
　
　

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

①
特
別
障
害
者
手
当

◆
対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常

生
活
で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人（
審
査

あ
り
）

募　
　

集

そ  

の  

他

◆
支
給
額

月
額
２
万
７
３
５
０
円（
原
爆
介

護
手
当
と
の
支
給
調
整
あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
受
給
資
格

を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

②
障
害
児
福
祉
手
当

◆
対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で

常
時
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
人（
年
金
受

者
は
対
象
外
）

◆
支
給
額

月
額
１
万
４
８
８
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

支
給
月・
必
要
書
類
な
ど

　

①
②
と
も
、
２
・
５
・
８
・
11
月

に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

　

診
断
書（
指
定
の
用
紙
）、
印
鑑
、

所
得
状
況
届
、
年
金・
恩
給
受
給
額

の
確
認
書
類
、
振
込
先
通
帳
な
ど

手
続
き・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
２
４
５

メ
ー
ル　

fukushi-syougai@
city.shobara.lg.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

市
内
斎
場
の
申
し
込
み
状
況

が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら　

確
認
で
き
ま
す

　

庄
原
市
斎
場（
和
の
丘
）、
庄
原

市
東
城
斎
場（
平
安
の
森
）、
庄
原

市
高
野
斎
場
の
申
し
込
み
状
況

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
斎
場

を
使
用
す
る
場
合
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
斎
場
の
使
用
手
続
き
や

予
約
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
窓
口
お

よ
び
宿
直
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
状
況
が
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
反
映
さ
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で　

確
認
で
き
ま
す

●
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
・
環

境
→
暮
ら
し
の
手
続
き
→
斎
場
の

使
用
→
斎
場
の
予
約
状
況

●「
庄
原
市
斎
場
の
使
用
状
況
」

の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

空
き
家
対
策
の
調
査
に　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

本
年
度
、
市
は
県
立
広
島
大
学

と
連
携
し
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
同
大
学
と
の
包
括

協
定
に
基
づ
く
地
域
戦
略
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
、
市
が
提
案
し
採

択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
市

内
で
も
増
え
続
け
る
空
き
家
に
対

し
て
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
空
き
家
活
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

人（
市
外
居
住
者
含
む
）
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
が
可
能
な
人
は
、

次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
別
途
、
郵
送
に
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
ま
す
。

連
絡
先

●
自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７　

メ
ー
ル　

teiju@
city.shobara.

lg.jp●
県
立
広
島
大
学
地
域
基
盤
研
究

機
構　

教
授　

上
水
流
久
彦

ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
５
１
‐
９
４
０
５

メ
ー
ル　

k
a
m

iz
u

ru
@

p
u

-
hiroshim

a.ac.jp

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
い
じ
め

や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど

の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
27
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で
の
間
を
、全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
受
付
時
間
を
延
長
し

て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
利

用
で
き
ま
す
。

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な

０
７
‐の

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

実
施
期
間

８
月
27
日
㈮
～
９
月
２
日
㈭
ま
で

の
７
日
間

相
談
受
付
時
間

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
月
～
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）
８
時
30
分
～

17
時
15
分

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は

い
つ
ま
で
で
す
か
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

期
間
は
延
長
さ
れ
て
お

り
、令
和
３
年
９
月
末
ま
で
に
行

わ
れ
た
、チ
ャ
ー
ジ
・
買
い
物
が

対
象
で
す
。（
利
用
す
る
た
め
に
は

９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
が
必
要
）

　

た
だ
し
、４
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き

を
し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://
m

ynum
bercard.

point.soum
u.go.jp/

※
健
康
保
険
証
の
初
回
登
録
や
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、

ご
自
身
で
す
る
ほ
か
、市
役
所
市

民
生
活
課
や
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
な
ど
で
も
設
定

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
７

こ
れ
が
知
り
た
か
っ
た
！　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
公
的

な
身
分
証
明
書
に
な
る
ほ
か
、今

後
、健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証

と
し
て
の
利
用
、行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、利
活
用
で

き
る
場
面
が
拡
大
す
る
予
定
で

す
。

　

本
市
で
は
昨
年
か
ら
交
付
申
請

が
増
え
て
お
り
、そ
の
際
に
よ
く

あ
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す

る
よ
く
あ
る
質
問
】

い
つ
か
ら
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

現
在
、健
康
保
険
証
と
し

て
の
利
用
は
、「
プ
レ
運

用
」（
本
格
運
用
前
の
テ
ス
ト
）期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。10
月
を
目

途
に
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。

▼
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
に
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

①
本
格
運
用
開
始
後
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
読
み
取
る
た
め
の
顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
や
薬
局
の

窓
口
で
も
、初
回
登
録
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
セ
ブ
ン
銀

行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
申
し
込
み
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
15
回
春
季
全
国
高
等
学
校　

演
劇
研
究
大
会

（
３
月
26
日
～
28
日
／
福
岡
県
北

九
州
市
）

島
根
県
立
横
田
高
等
学
校

盛
原
里
央
奈
（
２
年
・
高
野
町
）

２
０
２
１
年
度
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
選
考
会

（
４
月
16
日
～
18
日
／
東
京
都
江

東
区
）

●
Ｕ
‐
21　
空
手

男
子
組
手
プ
ラ
ス
84
キ
ロ
級

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
選
手
選
出

新
井　
　

蓮
（
近
畿
大
学
２
年
・

板
橋
町
）

そ
の
他

広告 広告

夏
の
花
暦

夏
の
花
暦

●
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス

　

約
２
千
株
の
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス

が
次
々
と
咲
き
誇
り
ま
す
。

【
開
花
時
期
】　

９
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

（
第
２
駐
車
場
付
近
）

●
ヒ
マ
ワ
リ

　

約
５
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き

誇
り
ま
す
。

【
開
花
時
期
】　

８
月
中
旬

【
開
花
場
所
】

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
時
期
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

標
本
と
化
石
の
は
く
ぶ
つ
か
ん

標
本
と
化
石
の
は
く
ぶ
つ
か
ん

　

比
和
自
然
科
学
博
物
館
の
協
力

の
下
、
昆
虫
の
標
本
、
化
石
、
動

物
の
は
く
製
、
鉱
石
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

と
き　

８
月
29
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
18
時

（
最
終
入
場 

17
時
）

と
こ
ろ

い
こ
い
の
森

休
憩
所

ホ
ラ
ー
系
探
索
ゲ
ー
ム　

ホ
ラ
ー
系
探
索
ゲ
ー
ム　

「
消
え
た
博
士
と
ゾ
ン
ビ　

「
消
え
た
博
士
と
ゾ
ン
ビ　

研
究
所
」

研
究
所
」

　

ゾ
ン
ビ
研
究
所
で
、
ゾ
ン
ビ
か

ら
人
間
に
戻
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

を
見
つ
け
て
、
脱
出
す
る
ゲ
ー
ム

で
す
。

と
き　

８
月
７
日
㈯
～
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・

22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
最
終
受
け
付
け　

16
時
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま

展
示
館

参
加
費　
６
０
０
円
／
人

セ
ッ
ト
券
１
５
０
０
円
／
３
人

※
未
就
学
児
無
料

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

変
更
・
延
期
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト

　

４
種
類
の
段
ボ
ー
ル
作
品
の
中

か
ら
、
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
組

み
立
て
、
色
を
塗
っ
て
作
品
を
仕

上
げ
る
体
験
で
す
。

と
き　
８
月
７
日
㈯
～
10
月
24
日

㈰
の
土
日
祝
日
、
お
よ
び
８
月
10

日
㈫
～
13
日
㈮

▼
８
月　

10
時
～
18
時

（
最
終
受
け
付
け　

17
時
）

▼
９
・
10
月　

10
時
～
17
時

（
最
終
受
け
付
け　

 

16
時
）

と
こ
ろ　
き
ゅ
う
の
森
休
憩
所

※
受
付
場
所　

き
ゅ
う
の
森
休
憩

所　

特
設
テ
ン
ト

参
加
費　
６
６
０
円
／
作
品

ミ
ニ
機
織
り

ミ
ニ
機
織
り

　

卓
上
サ
イ

ズ
の
機
織
り

機
と
草
木
染

め
し
た
糸
を

使
い
、
コ
ー

ス
タ
ー
を
織

り
上
げ
る
体

験
で
す
。

と
き　
８
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
最
終
受
け
付
け　

16
時
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

や
き
も
の

工
房

参
加
費　
５
０
０
円
／
作
品

定
員　
20
人
／
日

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北夏まつり」「備北夏まつり」
８月29日㈰まで開催！

全
国
大
会

申
し
込
み
方
法

　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
市

立
三
次
中
央
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン

デ
ー
の
ご
案
内
」
か
ら
予
約
で
き

ま
す
。
電
話
で
の
予
約
は
承
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
込
受
付
期
間

９
月
１
日
㈬
９
時
～
６
日
㈪
17
時

定
員　
25
人

※
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
立
三
次
中
央
病
院
医
事
課
医
事

係☎
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
０
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
５
９

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
試
合
に

無
料
ご
招
待
！

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
試
合

（
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
戦
）
に
庄
原

市
・
三
次
市
在
住
の
人
を
無
料
で

招
待
し
ま
す
。

と
き

８
月
28
日
㈯　

19
時
試
合
開
始

と
こ
ろ

エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島

バ
ッ
ク
Ｃ
ゾ
ー
ン
席

対
象

庄
原
市
・
三
次
市
在
住
の
ペ
ア

７
５
０
組（
１
５
０
０
人
）

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー　
　
　

サ
ン
デ
ー

　
「
10
月
第
３
日
曜
日
に
全
国
ど

こ
で
も
乳
が
ん
・
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
が
受
診
で
き
る
環
境

づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。
乳
が
ん
検
査
を
希
望

す
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

と
き　
10
月
17
日
㈰
９
時
～
13
時

と
こ
ろ　
市
立
三
次
中
央
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー

対
象　
35
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

除
く

▼
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
人

▼
過
去
１
年
以
内
に
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
人

▼
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植

術
、
植
込
み
型
心
電
計
移
植
術
、

豊
胸
術（
す
べ
て
の
術
式
）、
乳
房

再
建
術
、
Ｖ
Ｐ
シ
ャ
ン
ト
術（
脳

神
経
外
科
）、
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
留
置

術（
抗
が
ん
剤
治
療
用
）
を
し
た

人検
査
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
お
よ
び
乳
腺

エ
コ
ー
検
査

※
医
師
に
よ
る
視
触
診
は
あ
り
ま

せ
ん
。

費
用　
５
千
円（
税
込
）

※
市
が
発
行
し
て
い
る「
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
は
使
用
不

可

応
募
締
め
切
り　
８
月
16
日
㈪

応
募
方
法

①
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

②
８
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
当
選
者

の
ア
ド
レ
ス
宛
に
電
子
招
待
券

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
の
受
け
取
り
方

法
な
ど
の
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。

応
募
フ
ォ
ー
ム

https://f.m
sgs.jp/

w
ebapp/form

/20157_
hvdb_480/index.do

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
、
当
選
者
の
み
に
当
選
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
で
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
設
定
を
し
て
い
る
人
は
、「@

sanfrecce.co.jp

」
か
ら
の
メ
ー

ル
受
信
を
で
き
る
よ
う
設
定
を
変

更
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
1
回
の
申
し
込
み
で
２
人
の
招

待
で
す
。

※
一
つ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
複

数
回
応
募
し
た
場
合
は
、
最
新
の

応
募
情
報
の
み
有
効
と
な
り
ま

す
。

※
試
合
運
営
に
つ
い
て
入
場
制
限

な
ど
が
設
け
ら
れ
た
場
合
、
招
待

が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

☎
０
８
２
‐
２
７
５
‐
５
０
３
２
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※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

８月・９月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶平和特集から、戦争を繰り返してはならないと強
く感じました。大下さん、ありがとうございました。
▶森林体験交流施設を取材しましたが、木の温もり
が感じられる建物でした。ぜひご利用ください。

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年６月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，７０２人（前年比－７２８人）　
男　　１６，０６０人（前年比－３３２人）　
女　　１７，６４２人（前年比－３９６人）
世帯数　１５，２９４世帯（前年比－１５０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４４２人（前年比＋６人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，３４８人（７，８９９世帯）
○西城地域　　３，１６５人（１，３８３世帯）
○東城地域　　７，２１１人（３，４２４世帯）
○口和地域　　１，８８１人　　（７８０世帯）
○高野地域　　１，６１２人　　（６４９世帯）
○比和地域　　１，２５１人　　（５７０世帯）
○総領地域　　１，２３４人　　（５８９世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

８月22日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
29日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

９月５日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
12日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
19日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
ちくちくはうす玉手箱（着物リメイク）
とき　９月８日㈬～10日㈮　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

９月８日㈬ 庄原市役所
東城支所

10時～11時15分
12時30分～15時

９月10日㈮ 庄原市役所
本庁舎

10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

８月・９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「藍染め」
　とき　８月30日㈪
　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○動くミニチュア鉄道展＆備北のバス展
　とき　８月30日㈪まで
○ゆめさくら夏まつり
　とき　８月11日㈬～15日㈰
○シルバー人材センター（てしごとの会）
　手作り作品の展示・販売
　とき　９月18日㈯　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　８月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 13 時
ところ　庄原市ふれあいセンター コパリホール
※会場を前回の庄原市民会館から変更しています。

～岩田　英憲 “ パンの笛 ” 演奏会～
出演者　岩

い わ た
田英

えいけん
憲（パンフルート）

　　　　きくちレイコ（シンセサイザー）
演奏曲目

「野の花は風と歌う」「ロマーナの祈り」「ＮＨＫ新
日本探訪のテーマ」 ほか
▶岩田英憲…日本を代表するパンフルート奏者。
国
くにたち

立音楽大学、ウイーン市立音楽院、ウイーン国立
音楽大学のフルート科を卒業。ウイーンの森・バー
デン市立劇場オーケストラの第一フルート奏者とし
て６年間在籍。1976 年に、ルーマニアの民族楽器「ナ
イ」のレコードを聴き、その魅力ある神秘的な音色
と音楽に強い衝撃を受け、その時に、パンの笛の演
奏家になることを決意した。

【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温、
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。

時悠館友の会と当館の新たな歩み
　令和２年６月、「会員自ら学術文化の調査研究に努め、時
悠館の展示運営などに関する多くの提案やアイデアを提供
し、時悠館と共に地域の学術文化の発展を図る」ことを目的
とし、市民が主体となる「時悠館友の会」が結成され、活動
を開始しました。
　昨年度後半には、時悠館にとって初めての試みとなるオン
ライン講演会などを開催しましたが、同会を中心とした地域
連携の力によって無事終えることができました。
　本年度は、同会の企画によ
り、四季を通して豊かな帝釈
峡の大自然に生息する花々や
鳥類を紹介する写真展「帝釈
峡自然の写真展」が４月 29
日から開催されています。こ
の写真展は、５月末までの開
催予定としていましたが、期
間中に新型コロナウイルス感染拡大防止のため当館が休館と
なってしまったため、８月 29 日まで延長されています。こ
の機会に、ぜひご来館ください。
　９月 10 日には、帝釈馬

ま わ た り い わ か げ

渡岩陰遺跡（県史跡）が発見され
て 60 年の節目を迎えます。帝釈地域では、多くの関係機関
が連携して「帝釈峡遺跡群発掘 60 周年記念事業実行委員会」
が結成され、シンポジウムやモニュメント設置など、来年度
の「発掘 60 周年」に向けたさまざまな催しについての協議
が進んでいます。
　当館もこの取り組みに参
画し、地域の皆さんとともに
帝釈峡遺跡群の再発見や地
域資源としての活用に取り
組みます。その一環で、当館
の企画展示室では、馬渡岩陰
遺跡発見から現在までの調
査研究の歩みをたどる展示

「中国山地の先史遺跡」を開催中です。
　現在、９月 10 日（金）から開催予定の、帝釈峡遺跡群発
見 60 周年記念「庄原市の三大岩陰遺跡」に向けた準備を進
めています。

ほ・う・さ・く
～庄原保育所の取り組み紹介～

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1192

　庄原市には、たくさんの自然が溢れています。市街中心部に
近い庄原保育所周辺にも、稲作風景が見られ、こうした自然の
中で子どもたちはすくすくと育っています。
　庄原保育所では、より自然との触れ合いができるよう、開設
当初から、備北丘陵公園に行ったり、園庭の畑で野菜を作ったり、
植樹に取り組んだりしています。
　本年、開設時に植樹した梅
の木にたくさんの梅の実がな
りました。「あっ！実がある」
と大きな声が裏庭に響きま
す。昨年、梅シロップを作っ
た経験から、「梅ジュース飲
みたい」「梅干し食べたいね」
と子どもたちの会話が弾みま
す。
　５月 18・19 日は待ちに待っ
た収穫の日でした。木を揺ら
したり、棒でつついたり、保
育士に抱いてもらったりしな
がら、たくさんの梅の実を収
穫しました。収穫した梅は、子どもたちと相談して、「甘い梅シロッ
プ」を作ることに決めました。
　収穫後、早速準備に取り掛かります。梅をきれいに洗うと、
次に穴開けです。梅の木の枝がとがっているのを収穫時に気付
いた子どもたちから「梅の木の枝で開けよー！！」と、アイデア
を出し合いながら進める姿に感心します。
　つまようじで穴を開けていると、年少・年中の子どもたちも集
まってきました。自然に仲間に入り、年長児がお世話をしてくれ
ます。「つまようじが尖っとるけん、あぶないよ」と気遣う姿には、
ほっこりさせられます。
　穴を開け終わった後は梅の実と氷砂糖をビンに入れ、時々ビ
ンを振って、あとは出来上がりを待つばかり。梅の味がどうなる
のか楽しみです。
　コロナ禍のため活動に多くの制限がありますが、子どもたちが
旬の食材に触れたり、料理をしたりできるよう、知恵を出し合い、
さまざまな体験を一緒にしていきたいと思います。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　９月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

９月

▲「中国山地の先史遺跡」の様子

▲「帝釈峡自然の写真展」の様子

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始
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